
組織計画でポストが消滅した場合（≒整理解雇）

東京支社

１課
（大衆車）

1
級(

初
任)

2
級(

サ
ブ)

減員
(ポスト消滅)

２課へ
他支社へ
部付へ
他職種へ

１課
（大衆車）

NY支社

初
任

サ
ブ

減員
(ポスト消滅)

基本は雇用契約終了（当該ポストでの雇用契約だから）

１課
（大衆車）

増員

Los支社

類似の空きポストへ、優先
的応募などで便宜は図る
が、確実な異動ではない。

社内応募

ポスト採用＝当該職務以外では会社とは結びついていない
7



能力不足者への対処の違い

ポストが固定されていない
から、他の適合する職務に
て、救済する余地がある。
（理論上は降格も行い易い）

１課
（大衆車）

NY支社

初
任

サ
ブ

能力不足

●ポストが固定されているの
で、他職務にて救済はない。
●ポストが明確なので、業績
目標・評価も明確になる。

PIP（Peromance Improvement Program）東京支社

１課
（大衆車）

1
級(

初
任)

2
級(

サ
ブ)

能力不足

チーム変更
地域変更
商材変更
職務変更

●Smartな目標
(Specific, Measurable, Achievable, 
Relevant, Time-bounded)

●期間終了後の評価

●未達の場合
雇用終了
（あまり多くない）

降格
（現在の主流）

●自主退職
（降格後だと、転職に不利）

ポスト採用だからこそ、PIPも合理的に運営ができる。
8



会社とは「ポスト」でのみ繋がる。

日本人と欧米人の「仕事観」の違い

A社
経理 営業 人事

ｼｶｺﾞ NY Los

主
任

サ
ブ

ヒ
ラ

会社という「大きな袋」に入る。

9



Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ ©Tsuguo EBIHARA． Ａｌｌ Ｒｉｇｈｔｓ Ｒｅｓｅｒｖｅｄ．

課
長

部
長

事
業
部
長

役
員

公募〇

〇×

〇×

審査

公募

審査

公募

審査

〇 ×
公募

審査

一人が抜けると、玉突きで空席連鎖が起き、それがなかなか埋まらない。

欧米での空席補充

役員が退職
（空席発生）

玉突き

玉突き

玉突き
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外部補充

課
長

部
長

事
業
部
長

役
員

空席

玉突きせず！

玉突きしないために、外部登用が志向される。

ただし、こちらで
今度は玉突き

欧米で外部採用が重視される理由
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日本の採用●肌の合う人を採り、可能な仕事を作る

①意欲、考え方、人柄、価値観が合う人を採用。

求職
者A

求職
者B

求職
者C

求職
者D

社風・理念・社員タイプ

× × ○ △

債権管理 タスク1
タスク2
タスク3

財務会計 タスク4
タスク5
タスク6

管理会計 タスク7
タスク8
タスク9

税務 タスク10
タスク11
タスク12

資金調達 タスク13
タスク14
タスク15

Cさん用
の仕事

できそうなもの
を集めて任せる。

※ポストは名ば
かりで、仕事は
随時改変可能。

現
在

３
か
月
後半

年
後

タスク1
タスク2
タスク3
タスク4
タスク5
タスク6
タスク7
タスク8

②採用した人が、できそうな仕事を集める。

④能力をみて、改
編しながら、適合タ
スクを集めていく。

債権管理
・入金管理
・請求書発行
・督促
・掛金回収
・振込み手続き

財務会計
・出金管理
・伝票処理
・仕訳

管理会計
・売上集約
・目標管理
・進行計数
・マクロデータ

1年後 2年後

財務会計
・支店決算

3年後・本社決算4年後

リ
ー
ダ
ー

担
当

経理だったら・・・

新
人

新卒入社
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日本型雇用を変えれば、こんな問題が起きます。

①「会社に入る」から、「会社とはあるポストでのみつながる」に変わる。

②新卒採用、未経験採用はなくなり、ポスト相応の仕事ができる人のみの採用に変わる。

③「頑張れば給与は上がる」から、「給与はポストが上がった時のみ上がる」に変わる。

④ポスト数は有限であり、実力登用のため、いつまでたってもヒラ職の人が増える。

⑤嫌な上司、嫌な顧客、合わない仕事がシャッフルされず、再チャレンジができなくなる。

⑥企業は、自由に人の移動・配置が決められなくなる。地域・職務限定でもそう。

⑦企業は退職者が出た場合、玉突き空席の連鎖が起きる。

⑧定められたポストでの雇用のため、それ以外の仕事はIt’s Not My Businessになる。

→こうした変化に、「日本型」に慣れきった労使がともに耐えられるだろうか？
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